
新型コロナウイルス感染症（変異株）のスクリーニング体制

変異株「確定」患者
検査法：ゲノム解析
所要:数日以上

新型コロナ患者
検査法：PCR検査
所要：数時間

変異株「疑い」患者
検査法：変異株PCR検査

所要：数時間
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自治体で全陽性患
者数の5~10%分
の検体を抽出

感染研で疑い患者
をゲノム解析

地方衛生検査所で
変異株PCR検査を実施

変異株スクリーニング体制

• 1/22、全国の地方衛生検査所に、変異株PCR検査手法を提供。順次、地方衛生検査所で
変異株PCR検査を用いた変異株スクリーニングを開始。

• 民間検査機関や大学等と連携して、3月から全ての都道府県でスクリーニング検査を実施。
変異株事例が確認された場合には、検査や積極的疫学調査を強化して、封じ込めを図っていく。

※変異株が確認された自治体においては割合をあげてスクリーニングを強化
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